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で
報
道
陣
の
取
材
に
応
U
た。

当
初
は
自
身
の
法
的
責
任
を
認

め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
「
解

釈
の
違
い
が
あ
っ
た
。
(
哉
判

で
)
ご
遺
族
の
お
っ
し
ゃ
る
こ

と
が
も
っ
と
も
だ
と
理
解
で
き

た
結
果
、
す
べ
て
受
け
入
れ

た
」
と
説
明
し
た
。
日
年
に
朝

日
新
聞
の
取
材
に
「
(
亡
く
な

っ
た
)
本
人
を
採
用
し
た
の
が

問
題
だ
っ
た
」
と
話
し
た
と
と

に
つ
い
て
は
「
す
べ
て
撤
回
し

た
い
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
は

一
切
責
任
は
な
い
し
、
ご
遺
族

に
は
全
く
責
任
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
」
と
取
り
消
し
た
。

自
殺
か
ら
7

年
渡
辺
氏
「
私
に
責
任
」

「
担
時
間
、
死
ぬ
ま
で
働
け
」

1
1
0
そ
う
唱
え

て
ワ
タ
ミ
グ
ル
ー
プ
を
愈
成
畏
さ
せ
た
創
筆
官
の
涯

辺
美
樹
氏
(
自
民
党
参
院
議
員
)
が
、
一
転
し
て
過

労
自
殺
の
責
任
を
認
め
た
。
社
員
だ
っ
た
森
美
葉
さ

ん
(
当
時
部
)
が
亡
く
な
っ
て
7
年
。
若
者
を
使
い

つ
ぶ
す
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
と
い
う
批
判
を
受
け
、

認
め
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

V
1面
審
照

萌 軒

2008年 4月 森費葉さんが子会社ワタミフ]ドサービスに入社
6月 実藁さんが社宅近くのマンションで自殺

12年 2月 労災甑定
9月 遺族がワタミに協議申し入れ
11月 ワタミが民事調停申し立て

13年 5月 渡辺民が自民党から参院選への立候補費明
12月 遺族が提訴

14年 3月 置辺民が地裁で「法的責任は見解に相違Jと陳述
15年12月 ワタミ側が法的責任を罷め、和解

-

a

全
国
一
般
東
京
東
部
労
組
の
須

靭
氏

4
一
回
光
照
書
記
畏
は
「
従
業
員
を

ふ
謝
冊
一
ひ
と
り
で
も
過
労
自
殺
に
追
い

開
国
恥
一
詰
め
る
と
、
会
社
の
経
営
自
体
一
高
ま
る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
批
一
へ
の
損
害
賠
償
を
命
ひ
た
判
決

翠
洲
一
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
一
判
、
そ
し
て
底
舗
で
の
深
刻
な
一
が
四
年
に
最
高
裁
で
確
定
。
大
一

白
山
均
一
が
現
実
に
な
っ
た
」
と
訴
訟
の
一
客
離
れ

l
l。
ワ
タ
ミ
は
重
大
一
庄
は
同
年
8
月
期
で
、
純
損
失
一

肱
羽
前
一
意
義
を
強
調
し
た
。
一
な
経
営
危
機
に
直
面
し
、
「
自
一
を
計
上
し
て
い
る
。
赤
字
は
2
一

i

l

E
一
控
辺
氏
は
こ
の
目
、
ワ
タ
ミ
一
旗
」
を
上
げ
た
。
低
価
格
路
線
一
隼
連
続
だ
。
一

‘

i

:

‘

一

の

漕

水

邦

晃

社

畏

ら

と

遺

震

と

一

を

売

り

に

業

績

を

伸

ば

し

て

き

一

担

時

間

営

業

が

売

り

の

ひ

と

一

d
M
V
H
m一

t
q
L
I
b
-
"
豆
、

J
こ
、
-
万
裂
協
謹
に
臨
ん
だ
。
富
吉
飲
食
や
小
売
業
だ
が
、
労
務
一
つ
だ
っ
た
宇
井
チ
ェ
ー
ン
の
一

両
V
立
志

.
B
W
三
"
4
q
E
D
P
-、
み
れ

p
u
」
一
書
記
畏
に
よ
る
と
、
渡
辺
氏
は
一
管
理
を
お
ろ
そ
か
に
す
れ
ば
、
一
「
す
き
家
」
で
は
「
ワ
ン
オ
一

一
協
議
で
「
心
か
ら
お
わ
び
し
た
一
消
費
者
や
労
働
者
に
そ
っ
ぽ
を
↑
ベ
」
と
略
ば
れ
る
従
業
員
1
人一

「
で
き
る
な
ら
8
年
前
に
時
一
の
先
も
死
ぬ
ま
で
腕
き
ま
す
」
一
父
豪
さ
ん
(
肝
)
は
「
(
渡
辺
一
い
。
責
任
は
私
に
あ
る
」
と
頭
一
向
か
れ
、
経
営
は
立
ち
ゆ
か
な
一
で
の
深
夜
嘗
業
が
問
題
に
。
お
一
に
は
謙
虚
に
対
応
し
な
い
と
、

一
計
を
戻
し
た
い
。
ワ
タ
ミ
へ
の
一
居
酒
屋
チ
ェ
ー
ン
「
和
民
」
一
民
ち
が
)
本
当
に
反
省
し
て
い
一
を
下
げ
、
謝
罪
。
「
理
念
が
ひ
一
く
な
る
。
一
よ
そ
6
割
の
約
1
2
0
0庖
で
一

λ
手
が
集
ま
ら
ず
成
長
で
き
な

一
入
社
を
許
し
て
し
ま
っ
た
と
一
に
勤
め
て
い
た
襲
業
さ
ん
を
2
7
6な
ら
、
和
解
条
項
を
守
っ
て
一
と
り
歩
き
し
て
森
さ
ん
を
追
い
一
居
酒
屋
チ
ェ
ー
ン
「
日
本
海
一
入
手
が
確
保
で
き
ず
昨
年
四
月
一
く
な
る
」
と
普
鐘
を
鳴
ら
す
。

一
と
、
そ
こ
か
ら
生
き
て
い
る
う
一

0
0
8年
6
月
に
過
労
自
載
で
一
い
い
会
社
に
な
っ
て
も
ら
い
た
一
詰
め
て
し
ま
い
悔
い
て
い
る
」
一
庄
や
」
を
運
営
す
る
「
大
庄
」
一
に
深
夜
営
講
を
休
止
し
た
。
一
就
職
活
動
を
控
え
る
学
生
の

開
一
ち
に
助
げ
出
す
こ
と
が
で
き
な
一
失
っ
た
母
祐
子
さ
ん
{
但
)
は
摸
一
い
」
と
話
し
た
。
一
と
語
っ
た
と
い
う
。
一
で
も
従
業
員
が
侃
年
に
過
労
死
一
あ
る
危
機
管
理
コ
ン
サ
ル
タ
一
間
で
も
「
そ
こ
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

高
一
か
っ
た
こ
と
へ
の
後
悔
は
、
こ
一
を
浮
か
べ
な
が
ら
語
っ
た
。
一
訴
訟
で
遺
族
側
を
支
援
し
た
一
渡
辺
民
は
和
解
後
、
地
裁
前
一
し
た
問
題
で
、
会
社
と
社
長
ら
一
ン
ト
会
社
の
担
当
者
は
「
批
判
一
だ
か
ら
や
め
な
よ
」
と
よ
く
話

-E'a'E--EE--------------------E--E量
・
・
一
題
に
な
る
。
東
京
都
に
住
む
大

岡

崎

間

麗

樹

園

間

幽

明

盟

国

哩

廟

岡

崎

組

問

刷

引

留

置

哩

信

網

隊

届

圃

一

学

院

1
年
生
の
女
性
(
お
)
は
、

E・
E
・E・
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E・
-EE--圃・
・
・
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E・・
・
・
・
・

EE・
E・-
-
一
「
志
望
企
業
を
決
め
る
時
は
、

「
ワ
タ
ミ
に
は
、
『
3
6
5日
仕
事
を
終
え
て
深
夜
帰
宅
し
た
で
は
な
い
」
と
反
論
し
て
い
た
一
労
働
時
間
の
ほ
か
、
き
ち
ん
と

担
時
間
、
死
ぬ
ま
で
働
け
』
と
い
-
-
閉
じ
自
に
、
墓
思
の
本
社
で
早
朝
が
、
和
解
で
す
べ
て
労
働
時
間
だ
一
残
業
代
が
出
る
か
、
離
職
率
は

う
言
葉
が
あ
る
」
「
そ
う
し
ろ
と

H
M
研
修
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
研
と
寵
め
た
。
一
高
く
な
い
か
、
な
ど
も
チ
ヱ
ヅ

言
う
の
で
は
な
い
。
そ
ん
な
気
持
場
修
で
は
、
渡
辺
民
の
言
葉
を
ま
と
裁
判
定
、
労
働
基
童
書
一
ク
し
て
い
る
」
と
撃
。

ち
で
、
働
い
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
怯
鴫
め
た
理
念
集
を
丸
暗
記
す
る
。
満
が
ワ
タ
ミ
に
出
し
た
是
正
霊
回
の
一
そ
れ
で
も
、
「
全
国
過
労
死

と
だ
」
。
渡
辺
費
樹
民
の
著
書
の
叫
μ

点
を
と
る
ま
で
テ
ス
ト
が
繰
り
返
群
細
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

2
0
一
を
考
え
る
家
族
の
会
」
に
は
、

言
葉
だ
。

M
附
さ
れ
た
。

0
8年
4
月
か
ら
四
年
2
月
ま
で
寸

U
引
引
引
引
引
引
川
引
っ
!

裁
判
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
ヮ
眠
休
日
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
名
目
の
担
件
分
だ
。
一
出
吋
一

ω
叫

吋

耐

叫

タ
ミ
の
実
態
は
す
さ
ま
じ
い
。
当
当
の
研
修
。
渡
辺
民
の
著
作
を
読
ん
「
就
業
規
則
を
労
基
署
に
届
け
一
山
口
口
口
口
現
口
嶋

時
、
森
さ
ん
ら
新
入
社
員
が
強
い
で
感
想
を
書
く
課
題
も
あ
っ
た
。
て
い
な
い
」
「
法
定
の
休
憩
時
間
一
)
響
調
脅
設
建
警
日

誌

額

十

夜

に

室

。

終

心

(

山

山

内

諸

問

外

に

こ

な

さ

な

対

日

明

白

川

向

山

一

「

薬

代

を

一

吋

軍

部

指

電
以
降
も
タ
ク
シ
ー
は
使
え
な
い
司
J

当
初
、
ワ
タ
ミ
は
「
始
発
ま
で
上
場
企
業
ワ
タ
ミ
が
指
摘
さ
れ
一
点

ω
怜

w
m
~
一時

J

似

た
め
、
始
発
ま
で
居
内
で
待
機
し

r
・
拘
束
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
」
た
違
反
は
、
労
務
管
理
の
基
本
ぱ
不
調
講
盟
諸
議
論

「

研

修

は

任

意

二

課

題

は

業

務

か

り

だ

。

(

霊

童

・

沢

喜

一

崎

日

比

諸

一
日
間
〕
盟
関
口
己
記

れ
盟
盟
盟
国
ロ
ロ

引
事
事
官
軍
事
自
由

引
事
宮
市
帯
由
軍
事
由
常

川
場
事
響
曲
智
也
常
宮
市

川
事
場
由
軍
事
惨
事

h

E

語

会

河

島

問

水曜日 悪用 E沼

田ワタミ過曹自殺訴訟の経緯

ヴ年)12月98

客
・
就
活
生
そ
っ
ぽ

経
営
危
機
に
直
結

蔓菜さんの遺影とともに会見す~霧車さん(右)と
祐子さん=8日午後、東京・置が関、嶋田達也撮影

ミースに布団カ司教

Eー脆中「独占」で

I、序良県に住む
ツ.: Sん(71)

ノた孫日らのブレ

:うなことで、孫

と喜んでいたo

lデジタル版に動画

「
ウ
イ
ル
ス
で
金
も
う
け
一

売
買
容
疑
や
富
主

5
人
を
書
噴
き
食

企業は襟を正せ 考論残業規制厳しく
ブラック企難問題に取り組むN 過労死問題に群しい森岡孝エ・

PO法人POSSEの今野晴貴代 関西大名誉教授〈企韓社会輪〉

衰今回、ワタミ側が非を認めて 著者の過労自殺が問題になった背

賠償に応Uたのは、非常に意輯深 景には、企業が利益を上げるため

い。働き過ぎで、心身を壊したり、 人やコストの削棋を進めたことが

過労死に追い込まれたりする人は ある。特にリーマン・ショック

多いが、会社の圧力などであきら 後、底力被けたように労働乗件が

めてしまい、訴えることすら出来 悪他した。その象徴が飲食・サー

ない当事者や遺族も多い。今回の ピス難。非正規の割合が高まり、

ケースは、立ち上がることで相手 人数の蹴った正社員の働吉方が過
に非を認めさせられる、という希 酷になった。今回の和解で、他の

望になる。こうした訴えは今後さ 業界に

らに増えるのではないか。人を使 める動きも出てくるだろう。た

いつぶすような企業は社会的制裁 だ、異常な働き方をなくすには、

を受けることも示された。他の企 残業時間の上限規制を厳しくする

業の経営者も標を正すべきだ。 制度も必要ではないか。

遺
族
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ

る
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
M

年
度
に
過
労
自
殺
(
来
遊
含

む
)
で
労
災
に
認
定
さ
れ
た
の

は
鈎
件
で
過
去
最
高
。
家
族
の

会
代
表
の
寺
西
笑
子
さ
ん
は

「
泣
き
寝
入
り
は
多
い
。
働
き

方
の
変
砲
や
過
労
死
が
構
っ
た

と
実
感
で
き
る
日
が
早
く
来
て

ほ
し
い
」
と
話
す
。

(
北
川
意
外
一
、
疋
田
多
揖
)

永
谷
圃
で
、
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縄
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